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序

ジャコツパラ遺跡は諏訪盆地の東方、霧ヶ峰高原の一角に位置する、旧石

器時代から縄文時代にかけての遺跡です。霧ヶ峰山麓には、和田峠を始めと

して黒曜石を産出する複数の露頭があり、これらを背景として、かなり古く

から人々が生活の跡を多く残しています。また、この山地は、何万年か前か

ら現在にいたるまで、ここに生活する人々に多くの山の幸をもたらしてきた

大切な領域でもあったと思われます。

今回宗教法人の研修道場建設に先立つ緊急発掘調査が行われた結果、市内

では初めて、縄文時代の狩猟のための陥し穴が14基検出されました。諏訪

地方には、旧石器時代以降各時代の人々の生活の痕跡－集落跡や墓址など

－が遺跡として数多く残っていますが、昔の人々の生活を支えていた、狩

猟や採集や農耕などの生業の場が直接検出されることは少ないため、貴重な

資料です。これらの成果を、今後、地域史再構成の一助とするとともに、当

地城における埋蔵文化財保護に役立てていきたいと思います。

最後になりましたが、調査に御理解と全面的な御協力をいただいた、事業

の関係者及び地権者の方々に心から御礼をもうしあげると共に、献身的に調

査に携わられた調査団と調査関係者各位の御努力に対し、深く感謝申し上げ

る次第です。

昭和63年3月30日
諏訪市教育委員会

教育長　両角久英



例　　言

1．本書は、長野県諏訪市大字四賀字霧ヶ峰に所在する「ジャコッパラ遺跡」（諏訪市遺跡番号4

18）の第1次発掘調査報告書である。

今回の調査区城は、『諏訪市の遺跡』（諏訪市教育委員会1982・遺跡分布図）に蛇行原上遺跡

（諏訪市遺跡番号417）及び蛇行原遺跡（諏訪市遺跡番号418）として示された範囲を含

む。調査の結果遺跡範囲が変更となったため、これらの遺跡範囲を含めて「ジャコッパラ遺跡」

（諏訪市遺跡番号418）として統一して表示することとした。

2．本調査は、創価学会霧ヶ峰研修道場建設工事に先立つ緊急発掘調査で、諏訪市教育委具合が

調査主体者となり、諏訪市教委の編成するジャコッパラ遺跡調査団が調査を担当した。

3．現場における発掘調査は、範囲等確認を目的とした試掘調査を昭和61年8月18日から9

月20日まで、本調査を昭和62年6月22日から8月15日まで実施した。報告書作成作業

は昭和62年12月から昭和63年まで、諏訪市考古資料館において行った。

4．調査時のレベル原点は1，435．00mであり、本文中の水糸レベルは標高の絶対値で示した。

5．現場における記録と整理作業の分担は次の通りである。

遺構等実測……宮坂光昭・高見俊樹・関　喜子・原　敏江・矢崎つな子・五味裕史、遺物

実測及びトレース……高見・亀割　均・田中　稔、図面写真整理・遺構トレース……五味・

小松・敏子・小口喜久・青木潤子・青木滋子・矢島里美

6．執筆分担はI事務局、II～IV－2五味、．IV－3高見、IV－4辻本崇夫、Ⅴ宮坂である。

7．本遺跡出土の植物遺体等については、パリノサーヴェイ株式会社に委託し自然科学的分析を

行った（本文IV－4参照）。また、植物遺体の取り上げ・保存処理及び小竪穴覆土土層断面の剥

ぎ取りについては、株式会社近畿ウレタン工事に委託して行った。

8．発掘調査及び報告書作成に際し、調査・整理参加者の他に下記の方々はじめ多くの方々に御

指導・御教示を得た。記して感謝申し上げる。

会田進・岩橋陽一・小林深志・平出一治・宮坂清・辻本崇夫・（財）長野県埋蔵文化財センター・

宗教法人創価学会・北野建設・大郷建設・金井武・藤森与一
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I　調査に至る経過

1．保護協議の経過

昭和61年7月、宗教法人創価学会より諏訪市教育委員会に対し、霧ヶ峰に存在する大山牧場の

用地について土地取得を行い、研修道場を開設したい旨申し入れがあった。当該区域及びその周

辺部には、周知の埋蔵文化財包蔵地である蛇行原遺跡及び蛇行原上遺跡が存在していたが、付近

一帯がこれまで牧草地及び林地であったために、充分な遺跡分布調査が行われておらず、開発予

定区域内における遺跡範囲も不明確な状況であった。

事業者・長野県教育委員会・市教委及び専門家を交えて保護協議を行った結果、まず埋蔵文化

財の保護を目的とした遺跡範囲確認調査を行うこととなった。試掘調査は、諏訪市教育委員会が

編成する蛇行原遺跡調査団が事業者からの委託を受け昭和61年8月19日～9月20日まで行われた。

試掘調査の結果、縄文時代に属すると思われる陥し穴状遺構及び旧石器時代から縄文時代にか

けての遺物が検出され、この遺跡が旧石器時代から縄文時代にかけての複合遺跡であることが明

かになった。また、検出された陥し穴状遺構は、市内の確認例としては初めてのものとなった。

陥し穴状遺構は、一般的に1遺跡内で数基から数百基の分布を見る例が多く、試掘調査で遺構が

検出された周辺にも同様の遺構が分布していることが予想された。

これらの状況をふまえ、事業者と

諏訪市教育委員会の間で再度協議が

行われ、当初の造成予定区域以外は

現状保存されることを前提に、遺構

の検出された造成予定区域内（施設

建設予定区域）については事業実施

前に記録保存を目的とした緊急発掘

調査を行うこと、調査は諏訪市教育

委員会が組織するジャコッパラ遺跡

調査団が事業者からの委託を受けて

行うことなどが決定された。調査の

期間は、建設事業の予定工期などを

ふまえ、昭和62年6月から行うと

いうことで準備が進められた。　　　　　第1図　ジャコッパラ遺跡の位置（S＝1／200，000）

－1－



2．調査組織

団　長

副団長

調査主幹

調査員

調査団員

（事務局）

事務主幹

事務局長

事務局員

団　長

副団長

調査主幹

調査員

蛇行原遺跡調査団（昭和61年度・試掘調査）

篠原菊禰　（諏訪市教育委員会　教育長　　一当時－）

中村善行　（諏訪市教育委員会　教育次長　一当時－）

宮坂光昭　（諏訪市文化財専門審議委員・日本考古学協会会員）

高見俊樹　（諏訪市教育委員会　学芸員・日本考古学協会会員）

赤沼豊治・関　喜子・原　敏江・平林さき子・藤森一郎・藤森ミツ子・増沢　洋

・宮坂道子・宮沢恵津雄・両角南子・矢崎つな子

茅野安直　（諏訪市教育委員会　社会教育課長　一当時「）

宮坂直木　（諏訪市教育委員会　社会教育係長）

高見俊樹・久保田由紀子・上原　修

（諏訪市教育委員会　社会教育係）

両角久英

熊谷経三

宮坂光昭

高見俊樹

調査補助員　五味裕史

調査団員

（事務局）

事務主幹

事務局長

事務局員

ジヤコツパラ遺跡調査団（昭和62年度・本調査）

（諏訪市教育委員会　教育長）

（諏訪市教育委員会　教育次長）

（諏訪市文化財専門審議委員・日本考古学協会会員）

（諏訪市教育委員会　学芸員・日本考古学協会会員）

（諏訪市史編纂室　書記・長野県考古学全会員）

（一般）赤沼豊治・関　喜子・原　敏江・平林さき子・藤森一郎・藤森ミツ子

・増沢　洋・宮坂道子・宮沢恵津雄・両角南子・矢崎つな子・矢島恵美子

（大学生）青木潤子　（高校生）中村直亮・藤森祐治・小坂　英・下村武広

・林　充彦・南　圭祐・飯田清吾・大屋　顕（諏訪清陵高校考古地歴部員）

宮阪誠文　（諏訪市教育委員会　社会教育課長）

宮坂直木　（諏訪市教育委員会　社会教育係長）

栗原都志紀　（諏訪市教育委員会　社会教育係　一当時－）

高見俊樹・久保田由紀子・上原　修

（諏訪市教育委員会　社会教育係）

五味裕史　（諏訪市教育委員会　臨時職員）

－2－



II　調査状況

1．調査の方法と概要

（1）試掘調査

事業計画区域が17，000m2という広大な面積に及び、造成を予定している部分も多様な地形を有

する区域全体に散在しているため、計画図面を参照しながら任意の地点に14箇所の試掘区（試

掘1区～試掘14区）を設定した．。調査は、各試掘区毎に2m四方の方眼を組み、任意のグリッ

ドを掘り下げる方法で行った。

調査の結果、試掘4区・試掘8区において各1箇所ずつ落込みが検出され、掘り下げたところ

縄文時代の陥し穴状遺構であることが確認された。また、試掘2区付近では、旧石器時代のナイ

フ形石器及び剥片類等と縄文時代の石鉄が表面採集されているが、遺構はとらえることができな

かった。

（2）本調査

試掘調査において遺構が検出された試掘8区付近（運動広場予定地）・試掘4区付近（調整池予

定地）に本調査のための調査区を設定した（本調査1区・2区、以後、1区・2区と記述する場

合は本調査時の調査区を示す）。調査は、ローム上面まで重機による表土剥ぎを行った後、ジョレ

ンがけによる遺構確認作業を行った。1区では2m四方の方眼を設定したが、2区については小

支谷を抱えた傾斜地で起伏が激しいためメッシュを設定せず、平面図等の作図は基点を設けてタ

キオメーターで直接Ⅹ座標・Y座標を測定した。

調査の結果、小竪穴状の落込みが1・2区合計で百数10基検出された。これらのうちいわゆ

る陥し穴状遺構が1区に4基（Al・3～5号）、2区に10基（A2・6－14号）確認されてい

る。2区においては支谷部分に自然流路跡が認められた。遺物は1区ローム層上面付近から黒曜

石小原石1点、2区自然流路跡付近から石鉄1点・黒曜石剥片等3点が検出されたほか、1区南

西隅付近の工事用仮設道路ローム断面から黒曜石剥片が採集されている。また、調査区の西側で

尖頭器1点・黒曜石剥片数10点が採集された。今回の調査では、3基の陥し穴状遺構覆土中から

植物遺体が検出されており、A4・5号については、植物遺体包含層の取り上げ及び保存処理（A

4号）・遺構覆土断面の剥ぎ取り（A5号）を行うと共に、検出された植物遺体の自然科学的分析

を行うこととした（両者とも専門業者に委託）。

－3－



2．調査日誌（抄）
昭和61年（試掘調査）

8月20日　器材搬入、試掘1区調査開始。

8月22日　試掘4区にて落込み検出。

8月25日　試掘4区遺構確認地点拡張後、遺構の性格を把握するため半裁開始。（1号小竪穴）

8月29日　試掘8区にて落ち込み検出、半裁（2号小竪穴）。1号小竪穴完掘。

9月　2日　2号小竪穴完掘。

9月　4日　試掘12－14区調査・埋め戻し。

9月　5日　各小竪穴実測図を作成後、土のうとビニールシートで保護した上埋め戻し。試掘調査終了。

昭和62年（本調査）

6月22日　器材搬入、本日より本調査1区の調査開始。重機による表土剥ぎとジョレンがけによる遺構検出作業開

始。ローム上面にて落込みが確認される。

6月23日　グリッド杭打ち開始。

6月24日　40Vグリッド付近のIII層中から黒曜石片1点検出。

6月25日　試掘調査時の1号小竪穴再検出（A1号小竪穴）。

6月26日　遺構検出作業と並行してT～Ⅹラインより落込みの半裁開始。黒曜石製尖頭器表採。

7月　2日　小竪穴のセクション図作成開始。1区等高線測量開始。

7月14日　本日より本調査2区の遺構検出作業開始。所々にA類を含む落込みを確認。

7月17日　1区A4号小竪穴覆土下層から炭化した植物層を検出。

7月28日　1区西側で、土層堆積状況確認のため重機による深堀と土壌サンプリングを行う。

7月31日　A5号小竪穴からも炭化した植物層を検出。

8月6日　A4号小竪穴底部付近覆土取り上げ・A5号小竪穴覆土断面剥ぎ取り（近畿ウレタン工事に委託）

8月　9日　2区全体図作成開始。

8月15日　本調査終了・器材撤収。

A　 類 B　 類 C　 類 D　 琴 合　　 計

1　　 区 4 基 1 基 7 7 基 1 4 基 9 6 基

2　　 区 1 0 基 0 基 2 1 基 7基 3 8 基

合　　 計 1 4 基 1 基 9 8 基 2 1 基 1 3 4 基

第1表　ジャコッパラ遺跡検出遺構等一覧表

出 土 地 点 遺　　　　　　 物

1　　　 区 微細剥離ある剥片 1 ・黒曜石原石 1 （旧石器時代）

2　　　 区 石鉄 1 （縄文時代）・黒曜石原石 3 ・剥片 1 （旧石器～縄文時代）

試掘区出土 ・表採等 ナイフ形石器 1 ・尖頭器 1 ・黒曜石製剥片原石等 （旧石器時代） 4 0

・石鉄 3 （縄文時代）・水晶製石核 1

第2表　ジャコッパラ遺跡出土遺物一覧表
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III　位置と環境

1．遺跡の位置と環境

ジャコッパラ遺跡は、霧ヶ峰高原南麓の標高約1，400－1，450mの溶岩台地上に位置している。

霧ヶ峰は主峰車山（1，925m）を中心として緩やかに広がった楯状火山であり、北西に鉢伏山・ニ

ッ山・三峰山、東から南東には蓼科山・八ヶ岳連峰が連なる。ジャコッパラ遺跡は、水源に踊場

湿原（池のくるみ）を有する槍沢川と、横河川が形成した2筋の谷に挟まれた幅広い尾根（台地）

上に位置しており、それらを背景にすると思われる旧石器時代の遺跡が数多く知られているほか、

尾根を隔てて約2km北西には、縄文時代早期押型文土器の研究史上著名な細久保遺跡がある。ま

た、当遺跡南側の尾根筋には霧ヶ峰農場遺跡が位置する。

2．発掘区の位置と基本層序

試掘調査の発掘区は図に示すように14地点を設定した。各試掘区の地形は、かなり多様であ

るため、土層の堆積状況は各地区必ずしも一様ではないが、基本的には地表から（耕作土）－黒色
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第2図　調査区の位置と周辺遺跡分布図（S＝1／50，000）
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土一漸移層－ローム層という単純

な堆積状態を示す。また、本調査

2区の谷部周辺においては、ロー

ム層中に拳大～人頭大の礫が認め

られた。なお、緩やかな尾根（台

地）頂部に位置する本調査1区で

行った深堀では、ローム層中にか

なり大きな層序的乱れが確認され

ており、ローム層の層序と現地形

の形成過程を考える上で注目され

よう。



■‥・‥・試掘坑の位置

●‥・・‥基本土層観察地点

100 200m

第3図　調査区分布図（S＝1／5，000）
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1：漆黒土

Ⅲ：黒褐色上
皿：茶褐色土
Ⅳ：明黄褐色土
Ⅴ：明黄褐色土

Ⅵ：明黄褐色土

Ⅶ：明貞褐色土

Ⅷ：明黄褐色土

Ⅸ：明黄褐色土

X：明黄褐色土

表土。
ローム粒子わずか含む。

漸移層。
ソフトローム。

ハードローム。硬くしまる。赤色粒子・黒色粒子含む0

縦方向にクラ．ック入る。
ソフトローム。粘性強くやや軟弱だがⅣより硬い0

クラック入る。貫人的土層か？

ハードローム。Vよりやや明るくより硬い0

黒色粒子・小磯を含み、赤色粒子わずかに含む0

ハードローム。Ⅶに似るがⅦより硬い。

黒色粒子‥赤色粒子若干含む。

ハードローム。粘性強くやや軟らかい0Ⅶよりやや暗0

黒色粒子若干含む。

ハードローム。Ⅸよりやや暗。非常に硬く、やや砂質0

大粒の赤色粒子と中粒の黒色粒子を多く含む0

これら粒子を特に多く含む硬い灰褐色土が斑状に入る0

第4図　本調査1区基本土層（S＝1／60）



IV　遺構と遣物

1．1区

1区は尾根の頂部に位置する。標高は約1，430～1，440mで、東西両側に流れる河川とはかなり

の標高差がある。原状は牧草地だが、牧草地の周辺は潅木が多く見られる草原である。陥し穴状

遺構4基などが検出された。

（1）遺構及び小竪穴状落ち込みの分類について

今回の調査では、ローム上面で1区2区合計約150基の落込みを確認し、全てについて土層

断面図及び平面図等を作成したが、これらは調査の便宜上、任意にA～Dの4分類を行った。

A：円形又は楕円形に近い平面プランと垂直に近い壁面をもち、底部に小ピットを有するも

ので、一般的に「陥し穴（状遺構）」と呼ばれているもの。

B：A類以外で、明かに人為的な落込みと考えられるもの。

C：平面プランは不整形で、壁面もしくは底面に小ピットなどを有するもの。

D：C類同様平面プランが不整形であるものが多いが、覆土の中央部上層がローム質あるい

はローム質主体の土層であり、いわゆるロームマウンド状を呈するもの。

（2）A類

1区では4基が検出された。これらの陥し穴状遺構は、底面の中央部に小ピットを有するもの

（A1号）・底面の長軸上に2基の小ピットを有するもの（A3号）・底面の長軸上に3基以上の

小ピットを有するもの（A4・A5号）の3類に形態的分類が可能である。

A1号小竪穴

試掘調査時に検出された。規模はこの種の遺構の一般的なものに比べ比較的大型である。底面

中央部に小ピットを有するが、この小ピット覆土中にはさらに細いピットが3ないし5基認めら

れた。おそらく、底部中央にまずピットを掘り、複数の棒状のものをピットの中に立てた後、ロー

ム土を埋めて固定した痕跡であると考えられる。

A3号小竪穴

A1号の北西側に検出された。平面プランは楕円形を呈し、底面には、直径約20cmの2基のしっ

かりとした小ピットが検出された。

A4号小竪穴

1区北側隅に位置する。平面プランは長楕円形を呈し、底部には長軸方向に3ないし4基の細
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い小ピットが認められた。当初覆土を縦方向に半裁して掘り下げていったところ、遺構底部近く

で炭化物を多量に含む層が面的に確認されたため、炭化物（？）の精査を行った。形状は草本類

の茎状を呈する小片が多いが、樹木の小枝状を保つものもある。これらは暗茶褐色～黒褐色で、

炭というよりはむしろ腐植質的な印象も受ける。この層の直上には、人為的な埋め戻しの結果と

考えられるしまりの無いフカフカのローム土が厚めに堆積していたため、炭化した植物遺体は陥

し穴の機能時又は廃棄時に遺構底部に堆積したものと考えられよう。底部付近には、この炭化し

た植物遺体を多量に含む層とかなり純粋なローム土の層（いずれも層厚1－数cm）が交互堆積し

ていた（各層は、図示したものより更に細かく分層することも可能であった）。陥し穴の構築・使

用・廃棄過程を復元する上で興味深い。A4号小竪穴の底部覆土部分はそのまま取上げを行い、

保存処理を委託したほか、検出された植物遺体の自然科学的分析を依頼した（4節参照）。

A5号小竪穴

1区北半の尾根頂部に位置し、A4号小竪穴からの距離は約26mである。遺構の形態や覆土堆

積状況も類似しており、これらはほぼ同時期に機能していたものと考えられる（ただし、14C法に

よる年代測定結果で、は2基の年代に若干のずれがある）。A4号に比べ底面の小ピットがきちんと

配列されており、長軸上に5基が検出された。また、A4号同様覆土下層から炭化した植物遺体

が検出されている（4節参照）。

（3）B類

1基が検出された。B1号小竪穴は1区東端に位置する。遺構の掘りこみ面は漸移層上面付近

である。遺構の存在は区域東端の土層断面で確認されたため拡張を行い掘り下げたが、貴終的に

はC類に近い形態になってしまった。遺物等は検出されず、時代・性格共に不明である。

（4）C類

1区では77基検出された。長径が150cmを越えるものは少なく、全体的にD類に比べ小規模で

あるといえる。「壁面」や「底面」がかなり起伏に富むものも多く、小犬を持つものがほとんどで

ある。C類はその形態などから、人為的な「遺構」ではなく樹木類の根の痕跡、いわゆるローム

のシミと考えられるが（通称立ち木痕）、過去における環境を復元する上で参考になろう。もし樹

種により根の形態等に差があるとすれば、有意な形態分類が可能になるかもしれない。所属年代

は不明だが、近年注目されている霧ヶ峰の草原の森林化について考える上でも興味深い。

（5）D類

「ロームマウンド」又は「風倒木痕」と呼ばれるもので、今回検出されたものは立地・形態な

どからすべて植物痕跡（いわゆる風倒木痕）と考えられる。14基検出された。ローム質の覆土

中にローム土の「島」が浮くもの（Dll）等もある。C類に比べ規模が大きいものが多い。
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第5図　ジャコッパラ遺跡本調査1区全体図（S＝1／500）
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2．2区

2区は、1区北側約100mの尾根筋西側落ち際の斜面に位置する。調査区は中央部に、北東一南

西方向へ伸びる小支谷を抱く形になっており、この小支谷は横沢川最上流部付近まで伸びている。

谷の中央部では黒色土の堆積が厚く、黒色土下層からローム層中にかけて礫が認められた。また、

土層断面観察の結果、谷中央部の黒色土下層以下には砂層が所々に認められ、この支谷にも一時

期水の流れがあったことを示している。調査の結果A類小竪穴10基などが検出された。遺物は、

谷部から石鉄1点・黒曜石剥片・原石数点が検出された。

（1）A類

小支谷東側の急斜面には無く、若干緩やかな小支谷西側の南西向き斜面で検出されている。

A2号小竪穴

試掘調査時に検出された。2区北端に位置する。平面プランは長楕円形を呈し、底面に8基の

小ピットを有する。覆土土層断面では小ピットから上方へ伸びる杭状痕を確認できた。　、

A6号小竪穴

平面プランは不整隅丸長方形を呈する。底面中央に小ピットを有するが、この小ピット覆土（硬

く敲き締められたローム土）内には更に細いピット状の痕跡が認められた。恐らくまず底部に直

径10数cmの小ピットを掘りこみ、直径3～5cm程度の棒状のものを数本立てた後にローム土を理め

て固定した痕跡であると考えられる。また、A2・A6・All・A12・A14号各小竪穴覆

土に共通する事項だが、陥し穴廃棄後の流れ込みによる埋没土（遺構覆土中層又は上層）には炭

粒が含まれており、これは過去における野火（？）等を反映しているものと考えられよう。

A6号小竪穴の遺構底面からは直径数cm・長さ10数cmの炭化材と炭片が検出されている。出土

層位的に陥し穴機能時または廃棄時のものと考えられ、上記の覆土中の炭粒とは性格を異にする

（両者の間には廃棄時の埋め土とも考えられる、炭粒を含まずにロームブロックを多く含む層が

介在する）。この炭化材は1区A4・A5号小竪穴出土の炭化した植物遺体とは異なり非常にしっ

かりとした物で、消し炭状の材である。これについては樹種同定を依頼した。

A7号小竪穴

平面プランは検出面付近で楕円形を呈するが、底部付近では隅丸長方形となる。A6号同様底

面中央に1基の小ピットを有するが、これを埋めるローム土は小ピットを覆うように椀状に盛り

上げられ、硬く敲き締められていた。このローム土中にはやはり細い棒状の痕跡が認められ、椀

状に盛り上げて敲き締められたローム土は棒状の物を固定する機能を有していたと考えられる。

A8号小竪穴

平面プランは隅丸長方形を呈する。底面には細いピットが10基以上認められ、これらは細い
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杭状の物を底面に直接打ち込んだ痕跡と考えられる。中でも中央部付近にはやや大きめな不整形

の小ピットが1基認められる。

A9号小竪穴

形態がA8号に類似し、底面に細いピットと中央部の大きめをピットが認められた。

A用号小竪穴

平面プランは不整隅丸長方形を呈し、底面中央に小ピットを1基有する。形態的にはA6号に

よく似ているが、炭化材は検出されていない。

A、II号小竪穴

平面プランは不整楕円形を呈する。覆土上層（2層）と最下層（9層）は炭粒を含む。

AI2号小竪穴

遺構の構造は底部中央の小ピットも含めてA7号に類似する。ローム土で堅められた小ピット

覆土内には4本の細い棒状痕が確認できた。

AI3号小竪穴

A8号小竪穴などと似た構造・規模を有する。

A国号小竪穴

A7号小竪穴などと似た構造・規模を有する。覆土上層（1層）は炭粒を含む。

2区のA類小竪穴は、形態的な特徴から、ア（A2号）・イ（A6・A10号）・ウ（A7・A1

2・A14号）・エ（A8・A9・All・A13）の4グループに分類することが可能である。

これら各グループの分布をみると、直線上又は山形に配置されており、各グループ内の陥し穴状

遺構はほぼ同時期に機能していたと考えられよう。また、構築ラインは明らかに谷筋を意識して

いることがわかる。さらに、各グループはほぼ重なるように分布しているにもかかわらず、グルー

プ間で遺構の構造にかなり明確な形態的差異が認められることから、各グループの構築者（集団）

の間には、時間的あるいは社会的になんらかの差異があることが予想される。限られた調査区内

でのあり方なので断言はできないが、少なくとも2区周辺では同一の人々が同じ場所に次々と陥

し大群を構築・使用していたのではないと考えられる。

（2）　C類

21基検出された。谷部周辺では分布が疎らだが、このあたりは黒色土の堆積がかなり厚いこ

とを考慮すべきであろう。C82号～C87号は環状に分布している。

（3）D類

7基が検出され、谷を囲むように大型のD類（風倒木痕）が集中していることが判った。D1

3号は長径約350cm・短径約250cmを測り、今回の調査区中で最も大きい。
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ト
粕
鋸
刃
咄
蒙
・
罫
＝
？
C
　
引
咄
蒙
t
‥
吟

。
′
嘉
ぜ
茸
。
七
個
も
h
n
h
l
鋸
4
－
日
・
鋸
刃
ぜ
輩
・
轄
？
ユ
リ
　
刃
由
饗
■
こ

J
司
－
已
道
草
貿
Y
　
引
受
五
百
‥
寸

。
巾
′
一
P
↓
＋
）

∑
〓
＝
与
野
Ⅹ
こ
示
J
ミ
盈
茎
。
烏
龍
顕
曇
望
I
∴
こ
芸
苫
－
D

。
寧
亨
r
r
 
J
芸
道
∴
轟
伽
Y
竺
賀
コ
苫
・
h
h
D
ヽ
・
鋸
↓
I
D

．
卓
㌣
㌫
憲
耳
－
B
．
瘍
■
）
賓
客
錮

刃
咄
輩
t
‥
C

刃
咄
翳
せ
‥
N

羽
場
‘
‥
【

∝
麟
′
で
か
の
く

∝
酬
′
忘
叩
の
く

蓋

亘

号

7

品

。
8
個
翠
堪
ご
ポ
ロ
袖
」
ぜ
境
。
磐
石
二
三

か
喜
連
堪
。
烏
佃
堂
塔
。
巾
弔
J
V
句
Y
呈
奮
起

。
烏
佃
）
嶋
h
h
n
h
q
I
ヱ
票
〓
去
喪

．
鳥
佃
）
喩
一
h
h
n
h
q
－
口
上
1
′
、
′
品
粥

。
上
品
ご
T
八
や
ヽ
4
－
日
⊥
－
′
、
・
冨
；
∴
↓
的

。
刃
4
－
ロ

ご

元

壷

藷

．

至

＝

J

P

繁

芸

這

寧

≡

。
烏
佃
鋸
堪
。
■
細
り
遥
蕃
ヰ
佃
）
喩
目
蓋
止
む
鵬
刃
4
－
日

。
占
伽
）
喩
軸
皇
亘
－
D
Y
や
辱
針
や
奮
起

盛
事
㌢
竺
〓
芸
亘

痛
撃
…
‥
由

百
〇
N
．
O
等
J

l
●′

く
l
l
・
二

付

ノ

〟

q

r

1

十

一

∝
鮒
三
ふ
町
の
＜

や貧∵JllI．Jd

。
ュ
喩
へ
h
D
ヽ
÷
4
1
日
分
弓
竺
簑
巾
盛
り
〓
〓

ノ
諒
へ
h
D
、
′
て
1
－
D
P
だ
一
…
芸
事
り
E

。
良
和
刃
志
．
軸
h
h
D
h
′
言
－
n
・
三
害
i
藷
Y
芸
道
面

。
占
和
牛
純
軸
夏
4
1
日
。
′
豆
Y
や
t
蕗
鋸

。
鳥
伽
　
輪
中
中
心
鋸
刃
咄
綴
．
量
巾
望
り
〓
こ

刃
切
妻
‥
空

欄
亜
ゼ
‥
巴

刃
咄
空
目
ト
】

有
功
鳶
‥
空

車
咄
輩
琳
‥
巴

。
引
4
－
日
串
伽
）
喩
も

か
D
＼
J
T
！
P
ユ
ー
′
ヽ
。
更
芝
〇
会
す
ど
こ
〓

ト
．
電
導
埠
。
占
伽
錠
4
－
n
ノ
一
戦
D
弔
」
P
琳
鐘

。
華
＿
で
ご
く
i
I
n
ユ
ー
′
、

。
罫
p
叫
S
t

。
ュ
癌
か
弔
J
P
寧
蜜
。
罫
P
q
〓

。
二
ポ
ロ
弔
J
p
蛙
欄
駄
4
－
日

。
月
賦
q
I
E
竺
繁
琳
ぷ
雲
こ
〓

百
的
∞
．
〇
寸
寸
J
　
－
“

ぷ
伽
）
喩
h
h
D
h
↓
I
D
⊥
1
、
。
鳥
伽
）
喩
刃
咄
輩
完
＝

ご
應
ふ
点
て
二
二
寧
暫
二
i
ニ
ー
D

。
ュ
部
分
袖
」
簑
巾
望
り
ー
ト

。
罫
〇
月
ト
。
鳥
伽
）
喩
h
h
D
＼
・
鋸
4
－
日

。
8
個
目
頭
喩
淀
弓
I
n
．
冨
；
∴
↓
寸

。
占
血
ご
ご
P
D
h
4
－
日
．
罫
や
中
ロ
叫
C

。
こ
螺
か
側
」
ヰ
握
り
i
寺
I
n
 
J
竺
こ
こ
，
マ

鳥
佃
へ
h
D
＼
∵
T
q
I
n
ご
癖
岩
雄
）
喩
由
T
T
－
ロ

ゴ
濱
単
産
）
輸
血
4
－
ロ

。
軍
票
；
∴
串
餌
ご
憲
耳
－
ロ
り
云
℡
電
撃
虫

．
良
和
）
喩
立
亘
－
D
Y
至
芸
乙
立
道

ゴ
饗
登
㌢
妄
云
挙
竺
岩
音
－
D
。
軍
学
r
r
Y
害
悪
乙
左
石

∝
剛
′
で
叶
卜
＜

引
亜
輩
韓
日
巴

弔
咄
輩
‥
竺

引
亜
饗
場
こ
】

刃
咄
鋸
‥
巴

羽
ぜ
輩
‥
巴

引
ぜ
鑑
‥
〓

刃
咄
筆
端
‥
C
一

刃
咄
輩
域
‥
N
t

刃
咄
賓
琳
‥
〓

刃
咄
賓
‥
〇
一

刃
咄
牢
櫨
‥
の

引
咄
筆
端
‥
の

引
胡
賓
‥
ト

刃
咄
輩
琳
‥
㊥

刃
咄
輩
塙
‥
崎

引
田
輩
域
‥
寸

刃
亜
辛
‥
C

↓
ぜ
蜜
日
印

羽
場
威
‥
l

《
副
与
か
ト
く

＋
㍉

。
鳥
和
牛
粕
岩
石
畦
i
蔓
芸
喪
昌
二
雲
曇
－
中
細
q
よ

ぷ
石
ふ
■
令
h
h
D
、
′
マ
ヤ
1
喩
ぎ
ー
臼
・
事
蕃
）
毒
t
夢
心
虫
垂

。

烏

佃

り

虐

忠

幸

で

占

遺

草

至

芸

ま

吏

計

。
潜
毒
針
針
ヰ
佃
雲
吉
、
可
d
綴
・
至
嶋
寧
1
－
包
）
・
芸
中
針
客
畠

。
琴
針
針
か
弓
の
。
刃
4
－
日
′
三
t
春
夏

。
翠
苦
や
．
悪
心
師
票
朝
野
芸
確
り
逆
蒜
・
叫
1
1
呈
一
芸
者
鋸

ト
毒
せ
堪
ご
喩
蓋
劃
．
さ
せ

デ
フ
で
ご
ご
二
、
ぷ
咄
疲
・
h
h
n
＼
′
言
上
・
寄
♯
レ
令
せ
）
毒
虫
畠

ト
・
逼
埠
。
二
輪
竜
野
藁
緋
1
－
D
盛
事
レ
令
里
）
要
害
鋸

ト
晶
等
堪
。
紘
茸
終

車
や
聖
で
ご
ご
芸
、
刃
胡
聖
へ
含
ト
チ
蜜
1
－
日
・
椒
ゼ
）
東
雲
畠

へ
h
n
h
↓
－
D

。
こ
喩
h
N
D
ヽ
′
T
q
I
D
ぷ
芸
百

中
P
紅
奇
杵
．
…
芸
握
り
云
1
－
日
・
占
知
り
逼
毒
針
針
）
・
空
事
サ
中
萱

。
‥
r
4
－
£
警
鐘
牽
き
芸
ミ
∵
き
警

鳴

針

中

空

ご

ト

ラ

雪

－

ロ

・

畠

り

重

富

を

Y

毒

草

皇

冒

。
竪
ぎ
；
遠

＞
喩
を
中
心
へ
h
D
ト
ヱ
、
・
号
I
D
ぷ
率
崇
芸
を
竺
i
中
豊
冨

ぶ
聾
志
芯
章
票
－
塔
∴
琴
？
⊥
U
 
J
憲
二
＞
1
ラ
毒
針
中
書

刃
d
畢
綴
‥
三

月
咄
賓
客
‥
C
車

刃
増
車
‥
N
－

胡
咄
宴
壕
‥
〓

引
田
t
‥
0
検

車
胡
壇
‥
の

月
田
蜜
域
‥
∞

胡
羽
車
蜜
‥
ト

刃
胡
睾
‥
¢

＝
－
d
櫨
‥
∽

ぷ
8
宴
‥
マ

‥
｝
朝
議
‥
C

‥
－
ぜ
覇
‥
N

‥
〓
莞
聖
二

く
夢
÷
吏
N
く

15

●

　

l

、
可

∝
叫
′
r
、
叶
N
＜

－
●
百
巴
．
等
寸
J

く

B
．



ト
芸
等
堪
。
」
奇
か
用
J
P
芯
奮

。
巾
鵬
J
 
V
望
り
ー
無
蔦
。
丑
山
∵
T
八
日
＼
∵
「
－
D
L
1
′
、

。
皐
巾
や
ご
ご
ご
「
占
d
箪
ぺ
」
替
㌣
三
二
ト

ぷ
壷
」
鈍
や
ご
ご
ヱ
ユ
ー
ロ
。
ミ
竺
〓
コ
　
J
上
蓋
哀
史

ご
密
雲
更
こ
ぶ
。
罫
∑
＝

。
こ
聴
岩
雄
。
8
個
h
h
n
ヽ
4
－
日
．
ヰ
佃
）
喩
立
4
－
n

l
軍
資
r
Y
 
J
竺
こ
こ
・
C

。
こ
要
事
定
量
巾
亘
り
岩

r
巾
棚
」
云
T
Y
キ
佃
由
J
d
疎
．
h
h
D
＼
与
・
立
了
「
－
D

。
華
ご
芸
：
上
申
で
ご
く
‥
↓
胡
輩
．
h
h
D
ヽ
′
丁
立
4
1
日

．
卓
璽
更
埴
ぷ
雲
霞
乙
こ
壷
云
壷

∝
副
与
叶
寸
L
く

（
○
ミ
l
＝
S
）
　
N
G
や
　
図
値
妄
・
囲
但
駐
車
可
凶
N
垣
噌
l
卜
て
＼
′
n
十
告
　
図
l
l
駐

刃
田
宰
堵
　
〓

‥
【
亜
寒
堵
‥
〇
一

■
d
輩
堰
‥
の

刃
胡
蜜
‥
q

刃
薗
寒
壌
‥
卜

刃
8
蜜
堵
・
岨

刃
ぜ
賓
‥
S

刃
d
蜜
‥
マ

］
d
蜜
‥
C

↓
ぜ
鋭
‥
N

刃
咄
疎
‥
｛

軍
都
÷
血
ヱ
く

“
召
馨
針
中
ト
ロ
茸
リ
†

遠

道

年

中

Y

害

芸

憲

。
息
和
之
4
1
日
。
こ
鯉
こ
こ
¶
」
り
一
昔
Y
で
屋
去
畠

．
董
叫
へ
h
D
ヽ
q
I
D
L
－
′
～

。
8
個
牛
出
ご
ご
ハ
ロ
ト
4
1
D
 
l
ノ
ヱ
苛
）
土
冨
澤
菖
嶺

。
h
h
n
ト
4
－
口
上
1
′
、

“
鳥
¢
）
韻
へ
h
D
ヽ
4
－
D
L
1
′
ヽ
　
三
三
二
言

．
烏
佃
へ
h
 
D
ヽ
4
－
日
⊥
－
′
、
ヰ
佃
）
喩
吏
亘
1
n

p
串
甲
で
ご
こ
1
－
D
L
I
′
＼
。
一
争
針
山
二
∵
勺
の

遥
遠
逼
d
V
喩
立
q
I
D
．
聖
を
V
p
弓
的

一
親
ふ
二
㌢
」
．
衰
T
E
吏
弔
ふ
ユ
γ
へ
h
n
こ
・
夏
4
1
日

斗
由
来
‥
〓

刃
ぜ
蜜
曽
‥
C
一

旦
d
蜜
増
罫
・
N
－

‥
｛
d
妥
‥
〓

叫
d
空
域
冨
．
〇
一

4
要
義
。
上
申
目
蓋
線
虫
↓
I
D
V
土
苫
饗
等
瑳

1
P
端
午
を
宣
堤
．
上
竹
）
喩
へ
h
n
＼
′
T

。
8
仕
h
h
D
ヽ
÷

．
良
化
〓
三
五
上
妄
言
㍉
占

∝
副
′
r
、
叶
C
 
L
＜

夏
q
I
D
 
Y
句
歴
塞
立

正
q
I
D
 
Y
や
走
奮
立

。
冨
馨
Y
璽
車
中
有
害
夏

ぺ
d
妥
堵
‥

山
田
辛
篭
‥

↓
部
室
‥

‥
－
d
宴
‥

‥
一
也
里
‥

‥
－
d
宴
‥

‥
一
g
覇
‥

－
d
小
計
‥

‥
▲
d
諒
‥

く
訝
÷
〇
℃
一

ト
・
£
這
ヰ
ご
；
芸
芸
∵
遥
遠
P
去
塞

。
蓋
彿
ご
ご
い
D
h
J
I
D

。
ュ
螺
ご
用
」
・
璧
饉
ヰ
佃
立
亘
1
ロ

二
二
や
蟹
塞
T
 
J
や
耽
り
i
喩
鋸
q
I
D
 
V
一
旬
毒
嵩
立

。
衰
叫
～
h
D
ヽ
4
－
日

。
鳥
華
）
袖
h
h
D
h
4
－
日
　
り
百
二
T
q
h
・
S

。
早
場
避
轟
　
く
崇
W
h
h
 
D
＼
）
鳴
立
↓
－
D
．
皆
か
L
Y
P
‥
勺
的

。
h
ヽ
D
ト
4
－
日

。
冨
；
∴
『
寸

ご
二
璧
茸
遥
一
く
だ
W
V
鳴
射
ニ
ー
D
．
Y
t
虚
器
立

ぷ
南
軍
堪
　
J
票
這
藁
ヰ
佃
や
ご
ご
・
堂
↓
－
D
．
Y
や
軍
針
中
巻
鋸

。
お
初
討
堪
。
蕃
止
む
梱
り
ー
富
金
巌
。
ぷ
伽
立
↓
－
D
．
Y
石
環
や
針
嵩
夏

q
d
妥
‥
N
一

打
ぜ
宴
埼
二
一

ギ
d
空
．
〇
車

↓
ぜ
賓
増
‥
の

ぶ
ぜ
賓
宜
‥
の

幸
田
宰
‥
ト

ポ
亜
宴
‥
岨

■
8
牽
堆
‥
∽

ぺ
d
蜜
‥
栂

可
部
宴
‥
C

刃
胡
鈍
‥
N

叫
d
戚
‥
l

《
副
÷
か
N
一
V

∝
副
′
l
、
叶
N
 
L
＜

≧→守、－－L

l
＜
「
一
｛
　
グ
＜

くく

百
雷
．
∞
C
寸
J

l

　

●

二
／

一
1
－
′
一
一
署
－
－
一
一
一
－
－
一
－

。
占
佃
堂
塔
。
曽
♪
句
ト
．
道
元
J
V
苧
憲
等
∴
三
遷
盃
立
　
‥
f
d
宴

ノ
一
世
章
宰
竺
聖
霊
警
「
∴

3
3
佃
蜜
q
I
D
　
ご
儲
○
州
J
V
・
重
器
苓
錠

。
刃
4
－
口
々
血
石
芸
空
軍
封

。
h
h
ロ
ト
弓
1
口
上
1
′
、

。
こ
韻
岩
堤
。
良
和
）
喩
ふ
∵
∵
ロ
ト
・
鋸
4
1
D
，
曽
P
現
C

ご
元
壷
壷
。
皐
整
要
で
望
ま
品
冒
－
D

。
上
巾
心
蜜
趣
。
蕃
d
u
用
．
ヰ
佃
）
鳴
一
4
－
m

着
せ
痕
梱
り
一
豆
奈
義
ヰ
解
り
‡
i
上
皇
j
－
日
　
東
華
中
針
）
一
事
奉
£

有
功
蜜
虫
‥
∞

‥
†
d
遅
‥
卜

引
田
輩
端
‥
岨

朝
田
蜜
由
‥
∽

‥
竹
田
輩
壌
‥
マ

‥
F
d
蜜
填
‥
C

圭
d
宰
‥
N

J
d
諜
‥
t

《
劃
÷
・
訂
〓
＜

∵
孟
憲
二
癖
字
㌣
Y
 
d
壷
Y
三
雲
芸

。
鳥
申
立
弓
－
n
㌣
寧
耳
Y
や
漫
草
堂

ぜ
こ
こ
；
こ
こ
∵
「
⊥
ご
　
I
．
ヽ

。
詳
述
）
喩
綜
4
－
ロ
。
登
戸
句
〓

。
良
心
ふ
i
ご
ざ
ト
4
－
D
L
l
′
、
㌣
顎
車
中
針
“
董
叫
窪
↓
－
D

。
こ
堰
草
蒜
　
上
空
二
二

．
こ
蛍
石
L
T
．
Y
長
袖
日
豪
〓
票
r
寧
q
l
も

。
墨
壷
こ
こ
苧
茸

．
董
欄
h
∵
ハ
D
h
J
r
l
D

。
顎
蕃
）
鳴
賦
↓
I
D

“
烏
餌
へ
h
n
C
∵
？
－
D
．
ぺ
ヱ
笹
）
鳴
ぜ
ニ
ー
口
　
蓋
か
ん
ェ
ゞ
叫
の

。
ェ
世
輩
墓
ヰ
和
宏
q
l
D
　
り
豊
中
や
〇
月
C

ノ
品
苧
Y
針
吏
畠
　
ぺ
空
甲
↑
埠
へ
、
∴
ご
・
鋸
q
l
D

．
上
前
r
T
小
口
ヽ
′
て
・
萱
↓
1
n
Y
旬
毒
害
記

等
奉
）
一
幕
草
道

月
田
蜜
‥
巴

‥
1
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3．出土遣物

（1）旧石器時代の遺物

調査区城内及び周辺の表面採集や断面採集により、旧石器時代の石器類が発見されている。

調査区域内については表面採集の結果により試掘を行ったが、地表面にローム層が露出しており、

旧石器時代の包含層は既に破壊されていたため、発掘による遺物出土はなかった。主な石器を第

12図・第13図に示した。

試掘調査で「試2区」とした地区から、石器8点が採集された。第12図1～5に図示したも

ののほかに小剥片3点がある。石質はすべて黒曜石である。

1はナイフ形石器であろう。上半部を欠損し現在長は2．6cmである。背面の一部に自然面を残す

縦長剥片を素材とし、両側縁の基部側に刃潰し加工が施されている。左側辺に刃部とみられる未

加工の縁辺を残している。

2はやや薄手の剥片で長さは2．4cmである。背面には上方向からの薄い剥離面があり、打面には

複数の大形剥片を剥離した痕跡が見られることから、一種の打面調整剥片と考えられる。

3・4はやや幅広の剥片で、3は長さ4．2cm・幅5．4cm、4は長さ5．6cm・幅5．2cmである。背面

の剥離面構成などから、いずれも円盤状の石核から、求心的剥離によって生産された剥片と考え

られる。

5は長さ5．3cmの縦長剥片である。背面は一部に自然画を残し、上方及び左右方向からの剥離痕

がみられる。打面は平坦な単剥離面となっている。腹面縁辺の内湾部に連続的な微細剥離痕が認

められる。

本調査第1区の南西隅付近において、工事用仮説道路入口のローム層断面から石器1点が採集

された（第12図6）。6は分厚くやや寸づまりの縦長剥片である。背面に自然画を広く残し、ま

た主要剥離面と同一方向からの剥離痕が見られる。打面は平坦な単剥離面である。

縁辺にはほぼ仝周に渡って微細な剥離痕がみられる。

調査区城に隣接する周辺の地域からも旧石器時代と考えられる遺物が採集された。第12図7

～9・第13図10に図示した石器は、本調査第1区から県道を挟んだ谷側の一帯（ジャコッパラ

Nql遺跡北西部）で表面採集された十数点の遺物の一部である。遺物はすべて黒曜石製の剥片・

原石などであり、総じて旧石器時代に属する石器類と見られる。

7は長さ1．6cm・幅2．2cmの、やや内湾した小剥片である。一種の石核調整剥片と考えられる。

8は薄い縦長剥片で末端をわずかに欠損する。現在長は4．3cmである。打面は自然画で背面の一

部にも自然画を残す。背面には主要剥離面と同方向の剥離が2面認められる。

9は縦割に折断された剥片で、現在長は5．6cmである。背面柱は複数の剥離面がみられるが必ず
l

しも同一方向からのものではない。打面は単剥離面である。
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第12図　ジャコッパラ遺跡出土遺物その1（S＝2／3）
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第13図10は、上下両端をわずかに欠損するもののほぼ完形の尖頭器である。長さは9．0cm、幅

は3．1cmである。全体形状はほぼ左右対称の木葉形で、最大幅を計る部位はわずかに基部側に偏っ

ている。二次加工が両面のほとんど全面に及ぶため、素材の形状は明らかでない。縁辺付近には

細かい二次加工が連続的に施されている。おもて面の右側辺上半部には平坦な未加工部分を残す。

この部分は上方向からの2面の剥離面と自然画からなっている。2両の剥離は先端部方向からの

加撃によるものであるが、二次加工としての樋状剥離であるかどうかは明らかではない。

両端の欠損については、それぞれ破損後の再

加工が認められる。先端は裏面右側から、基

部端は裏面左側からそれぞれ2条の細長い特

徴的な再加工剥離が加えられている。

ジャコッパラ遺跡周辺からは、点数は多く

ないものの比較的広範囲に渡って旧石器時代

の石器類が採集されている。いずれも一括性

の保証されない遺物であり、所属時期を明確

にすることはできないが、特徴的な尖頭器や

ナイフ形石器があること、やや深いローム層

中より剥片が採集されていることなどから、

異なる時期に属する多くの石器群が広い範囲

に点在しているのではないかと考えられる。

本遺跡試2区のようにすでに文化層が破壊さ

れてしまったものもあるが、特に本遺跡北西

部から遺跡の北側にかけての地域に未発見の

石器群が埋蔵されている可能性は高い。

（2）縄文時代の遺物

今回の調査で土器は検出されていないが、

黒曜石製石鉄（第1．3図）と剥片等が数点、

検出された。これらの遺物は、陥し穴状遺構

の存在と合わせ、縄文時代において当遺跡周

辺が狩猟場であったことを如実に物語ってい

る。同時に、本遺跡においては過去に縄文時

代の早・前期土器片や、いわゆる特殊磨石等

も採集されており、今後本遺跡の性格付けを

行っていく上で注意する必要があろう。

爪
侶
川
日
用
V

＜＝＝＞11（2区谷部）　＜＝＞12（試3区）

まI
く＝＞13（表採）

＜二二＝＝＞14（表採）

第13図　ジャコッパラ遺跡出土遺物その2（S＝2／3）
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4．陥し穴状遺構の機能した時期と遮蔽物として利用された植物
パリノ・サーヴェイ株式会社

（1）はじめに

ジャコッパラ遺跡は、諏訪市霧ヶ峰の標高約1，400mのローム層台地上に立地する。検出された

遺構・遺物は主として縄文時代のもので、当時の狩猟用陥し穴とみられる小竪穴のうち、A4・A

5・A6の3基では、底より5～10cm上位に炭化物を多量に含む腐植質の層（以下、炭化物層と略

す）が認められ、Al Oでも覆土中より炭化物が検出された。これらの炭化物は、小枝状のものも

みられ、陥し穴状遺構の機能時に存在した遮蔽物とみられている。今回は、これらの炭化物や炭

化物層土壌を対象に14C年代測定、炭化材同定、植物珪酸体分析を行い、その機能した時期や遮蔽

物として利用された植物を推定することにした。

（2）遺構の機能した時期

分析目的と試料

陥し穴状遺構の機能時期を推定するため、同遺跡1区A4号小竪穴炭化物層（15C層）の土壌

1点と、1区A5号小竪穴の炭化物層（21層）中の炭化物1点の計2点について14C年代測定を

実施した。

測　定

学習院大学放射性炭素年代測定室が行った。なお、算出にあたっては、LIBBYの半減期5，570年

を使用した。

結　果

2点の試料とも、中部高地における縄文時代前期後半から縄文時代中期前半に相当する年代測

定値が得られた（第3表）。

C o d e　 N o． 試　　　 料 B ．P ．年代 （19 5 0年 よ りの年数 ）

G a k －1 34 8 3 S o il fro m J a k o p p a ra －S ite ． 55 8 0　± 1 90

S a m p le A ．JK P l区 A T 4号 1 5C層 36 3 0　B ．C ．

G a k －13 4 8 4 W o o d fro m J a k o p p a r a －S ite ． 53 90　±　 26 0

JK P l区 A －5号 2 1層 34 40　B ．C ．

第3表14C年代測定結果

（3）遮蔽物として利用された植物

（丑利用された木材

分析目的と試料

試料は、縄文時代とされる陥し穴状遺構（A4，A5，A6）覆土中から検出された多数の炭化
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材のうち12点（第4表）で、機能時の遮蔽物と考えられているものである。今回はこれらの試料

について材同定を行ない、遮蔽物として利用された木材の種類を推定する。

方　法

試料を乾燥させたのち、木口・柾目・板目三断面を作成、双眼実体鏡ならびに走査型電子顕微

鏡で観察・同定した。同時に、顕微鏡写真図版（第15図）も作成した。

結　果

試料はいずれも細片や小枝状のもので、同定に必要な量の材片が得られないものや、確実な同

定が行えないものがあった。同定結果を一覧表（第4表）で示す。なお、紙数の関係で、各試料

の解剖学的特徴などの記載は省略した。

考　察

試料はいずれも陥し穴状遺構の遮蔽物材料と考えられているものであるが、A5・A6号小竪穴

では、検出された複数の材は小竪穴毎に同一樹種であった。同一樹種＝同一材ではないし、遮蔽

物材料のごく一部の樹種が明かになったにすぎないが、この結果から陥し穴の遮蔽物を作る手順

－まず適当な太さの枝の根元の部分を何本か穴に差し渡し、その上により枝先の部分を順次の

せていき最後に某や土をのせて完成－が想像できる。

一方、遮蔽物材に炭材を用いたとは考えにくいので、試料は遮蔽中に火を受けたか、穴の中に

落ちてなんらかの原因で火が入り

炭化したものと考えられる。この

場合、野火等の自然発火の可能性

も考えられるが、獲物の火攻め等

当時の人間が意図的に燃やしたこ

とも考えられよう。いずれにして

も、縄文時代の陥し穴の遮蔽物材

と考えられている試料が炭化して

いることは、多くの問題を含んで

いると思う。

試 料 番号 土 坑 な ど 同 定 結果

1 A － 4　 1 c f． ！辻吐 竺 竺 竺 竺竺 吐 （ク リ類 似 穣 ）

2

3

4

〝　　　 2

A － 5　 1

〝　　　 2

同定 不能

〝

c r． H o v e n i生虫 k k （ケ ンポナ シ類似 積 ）

5 〟　　　 3 c r． H ．d u l c is

6 〝　　　 4 c f． H ．J u I c is

7 〝　　　 5 c r． H ．d u l d is

8 ● c r． H ．d u I d is

9

1 0

A － 6　 1

〟　　　 2

旦旦旦些旦旦 （s u bg e n． 辿 吐 生型旦邑S e c t．辿 ） s p．

【コナ ラ属 （コナ ラ亜 属 コ ナ ラ節 ）の 一機 ］

旦 竺旦些旦旦 （s u bg e n． と旦邑塵 旦辿 s e c L　 P r i nu s） sp・

1 1 〝　　　 3 旦 竺竺 竺旦 （s u bg e n．と 旦幽 旦 S e c L　 P r i nu s）s p・

1 2 A －10 同定 不能

第4表　ジャコッパラ遺跡出土炭化材の同定結果

②利用されたイネ科革本類

分析目的と試料

陥し穴状遺構中の炭化物層からは、炭化材の他にやはり遮蔽物の一部とみられる炭化した草本

（？）の繊維が認められた。現状では、草本類について材のように解剖学的特徴から同定を行う

ことができない。そのため、これらの炭化した繊維の種類を推定する方法として、炭化物層の土

壌について植物珪酸体分析を行うこととした。この分析によって、木材以外の遮蔽物に関する情

報を得ることを試みる。
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分析試料は、1区A4号小竪穴の炭化物層（第15C層）1点と、1区A5号小竪穴の炭化物層

（第21層）1点の計2点の土壌である。

分析方法

試料20gを秤量し、過酸化水素水によって有機物処理を行う。水洗いを数回行い、沈澱法によっ

て粘土鉱物を除去する。400メッシュの節で選別した後、塩酸を加え脱塩処理を行う。水洗いを1

回行い、エタノールを加える。再び水洗いを数回繰り返し、乾燥させる。次に重液（テトラプロ

ムエタン）を使用し、比重選別法によって植物珪酸体を収集する。エタノールで洗浄した後、プ

リュウラックスで封入する。光学顕微鏡を使用し、倍率は400～1，000にて検鏡した。風化してい

ない植物珪酸体を検出し、その検出率を求める。なお、植物の同定は現生の植物標本をもとに行っ

た。

結　果

OA4号小竪穴（第15C層）

炭化物や黄褐色ローム質の土が斑粒状に混入する黒色土である。過酸化水素水による反応は弱

く、有機質に乏しい土と考える。

分析の結果、植物珪酸体を165個検出した。検出したのはヨシ属・ススキ属・タケ亜科・コブナ

グサ属であった。

OA5号小竪穴（第21層）

炭化物塊が多く、褐色のローム質の土も斑粒状に混入する黒色土である。過酸化水素水による

反応は弱く、有機質に富んだ土とは考えられない。

分析の結果、植物珪酸体を425個検出した。検出したのはヨシ属・ススキ属・タケ亜科・コブナ

グサ属・ウシノケグサ族・コヌカグサ族・チゴザサ属である。

試 料 番 号

A － 4 A － 5プ ラ ン ト ・ オ パ ー ル （％

ヨ シ ■ 4 ．8 1 2 ．9

ス ス キ よ 2 8 ．5 1 6 ．9

タ ケ 亜 科 6 4 ．8 6 0 ．2

コ ア ナ グ サ 属 ． 1 ．8 7 ．8

ウ シ ノ ケ グ サ 族 0 ．9

コ ヌ カ タ サ 族 0 ．2

チ ゴ す サ 属 0 ．7

不 明 0 ．2

イ ネ 科 合 計 （個 ） 1 6 5 4 2 5

第5表　ジャコッパラ遺跡植物珪酸体
分析結果

－22－
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第14図　ジャコッパラ遺跡植物珪酸体
産出割合



まとめ

ジャコッパラ遺跡の陥し穴状遺構から検出された植物珪酸体の種類は少なかった。検出量の多

かったササ属と思われるタケ亜科は台地上に植生し、ススキ属も日当たりの良い場所に良く成育

するので、これらは遺構周辺の植物と考えられる。一方、ヨシ属・コブナグサ属・チゴザサ属は

水湿地に生える植物であり、遺跡の立地を考慮すると、これらの植物は湿地や水辺等から遺跡内

に搬入されたものと考える。また、A5号小竪穴の水湿地性植物の検出率はA4号小竪穴より高

く、ヨシなどが使用された比率が高かったものと思われる。

以上のことから、遮蔽物として利用されたと見られる草本類は、ヨシ属やヨシ属と群落をつく

る草丈の低いコブナグサ属やチゴザサ属であったと考えられる。ススキ属やタケ亜科が主体的に

使用された可能性も高いが、これについては周辺植生を繁栄している可能性もあり断言できない。

Cf．ムbびem五c dは乙els

〔い着‘j

0　　　　　20Jl

1．タケ亜科（A4号）2．タケ亜科（A5号）3．ススキ属（A4号）4．ヨシ属（A5号）

5．コブナグサ属（A5号）6．チゴザサ属（A5号）7．コヌカグサ族（A5号）

第15図　ジャコッパラ遺跡A4・A5号小竪穴検出炭化材及び植物珪酸体
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Ⅴ　調査のまとめ

霧ヶ峰高原の陥し穴

陥し穴を仕掛ける場所

ジャコッパラ遺跡は霧ヶ峰高原南部の標高1，450m辺にある。いわゆる高冷地で、現状は草原が多い。

草原は18世紀中頃から、牧草あるいは肥料として草原化されてきた。

革類で目につくのは、ススキ・ササ・ワラビ！ゲンノショウコ・シシウドなどである。一部に残され

た樹木（観音沢周辺）からみると、コナシ・ハシバミ・ナナカマド・レンゲツツジ・マユミ・タケカン

パ・シラカンパ・ノウツギ・カエデ・サワラ等で、潅木林として繁茂している。したがって霧ヶ峰のこ

の周辺は、潅木林と草原の混合した植物相を呈し、小動物の棲息地として好適地である。

旧石器時代から縄文時代の人々は、狩猟と採集を生活の支えとしていたから、アスピーテ式火山の霧ヶ

峰高原、広大な裾野の八ヶ岳西南麓は、猟場・有用植物採取地として適地であった。

遺跡の発掘調査方法の多くは、表面採集による遺物散布地、つまり集落址を中心に行われる。従って

遺物散布地以外の発掘調査はほとんど行われない。陥し穴はその性格上、大変に危険な施設であるから、

集落周辺には仕掛けない。諏訪地方の集落址の発掘調査例はかなり多いものの、陥し穴の発見例はない。

当地方の陥し穴の最初の発見例は、八ヶ岳中腹にある城ノ平遺跡（尖石考古館1965）であった。

城ノ平遺跡では、三方を山に囲まれた中央部分で陥し穴23基が発見された。穴底にある小犬を確認

し、先の尖った棒を埋めたてた穴と考えて、調査者宮坂英式は陥し穴であると確信した。さらに地形か

ら、集団による追込み狩猟と考えた。この発見は原始時代の狩猟方法の一つとして、学史的に重要な発

見であった。

近年は大規模開発の増加により集落外の調査も行われ、関東地方の大規模発掘調査でも陥し穴の発見

と研究が行われるようになり、東京都霧ヶ丘遺跡・多摩ニュータウン遺跡などで続けて発見された。

各地の陥し穴

諏訪地方での陥し穴の発見は、城ノ平遺跡以来10年近くなかった。1978年中央道西宮線の発掘調査

で、富士見町御射山西遺跡において2基の発見があった。1986年茅野市古田城跡の発掘調査で3基の発

見があった。つづいて茅野市米沢棚畑遺跡で発見されたが、この例は縄文中期集落内であり、集落の形

成される前の陥し穴かも知れない。そして諏訪市ジャコッパラ遺跡で14基の陥し穴が発見された。

近年になると、八ヶ岳山麓の各所で大規模な圃場整備、別荘団地、工場等の開発が行われるようになっ

た。いずれも標高の高い場所である。これらの遺跡の発掘調査において、陥し穴の発見が多くなってき

た。

陥し穴の仕掛け方

陥し穴の発見は、1基の例、10数基の例などが見られる。陥し穴の使用目的から考えれば、狩猟用

と防護用が考えられ、複数基を目的的に並べるとみられる。

陥し穴を発見した場合、穴の中から発見される遺物は極めて少ない。遺構の上からみると、形態、底

部施設として、槍先、逆茂木、杭など、落下物の刺殺用に立てて埋設する。

陥し穴を民俗方面からみると、中世から用いており、オオカミ・ヤマイヌ・イノシシの被害を防ぐた
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めのものが多かったという。このような陥し穴を最後に作った例は、愛知県設楽町名倉で、昭和23年

という。この例は江戸時代後期頃、鉄砲の普及で陥し穴作りがすたれていたが、戦後に火薬の入手が困

難となり、再び陥葬が復活した、といわれている。一方、戦国時代に防禦用に仕掛けられたとも伝えら

れている。近時ベトナム戦争でも近代兵器にまじって、陥し穴が仕掛けられていた。したがって陥し穴

の発想は、原始時代から今日まで続いていた事になる。

調査の意義と問題点

ジャコッパラの陥し穴は、尾根筋から水場に向かう南西斜面に、列状に並べて仕掛けていると考察さ

れた。

ジャコッパラ遺跡1区A4号と同A5号陥し穴は、穴の底部近くに数層の炭化木革痕が遣存していた。

この植物遺有休は陥し穴上蓋の落下したものと考えられる。目でみる限り、枝先とススキ、木葉がみら

れ、遺存したのは、獲物と共に落下し、踏みつけられ、高冷地のために泥炭化したためと考えた。

陥し穴の遮蔽物（上蓋）の植物を、C14年代測定と、炭化材同定、植物珪酸体分析を実施した結果、陥

し穴を作った時期は、今から約5，580年前、縄文前期後半である。ジャコッパラ遺跡（旧大山牧場入口前）

で採集された縄文時代前期土器と対応する年代である。

坑底に杭を植えこんだ事と、陥し穴遮蔽物（上蓋）の手順も分かった。遮蔽物の植物遺有休は、クリ・

ドングリ・ケンポナシの枝と、革類はヨシ・ススキ・ササ・チゴザサ等である。炭化した理由は、野火

あるいは大中に火をつけ、獲物を取出したと考察された。

本調査の成果として、陥し穴製作法・遮蔽物の物質・遮蔽方法が判明した。さらに人工遺物でない炭

化植物から、施設構築年代が明らかになった。さらに縄文前期後半頃の霧ヶ峰の植物相の一端が判明し

た点をあげることができる。

今後の問題点は、陥し穴形態の集成。陥し穴の配列パターンと時間差の有無。陥し穴を仕掛けた集団

の解明。狩猟の対象獣。猟場の領有権等について、研究すべきである。それには霧ヶ峰高原のジャコッ

パラ以外の場所も、狩猟場として見落とせない価値をもつといえる。
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1．ジャコッパラ遺跡1区・2区遠景（西から）

2．1区作業状況（北から）
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3．1区A1号（陥し穴状遺構）

5．同上（底部ピット完掘）

4．同左（底部ピット）



7．1区A3号小竪穴完掘状況

9．1区A4号小竪穴

堆積土層断面

10．同　上

植物遺体包含層

検出状況

写
　
真
　
図
　
版



11．1区A5号小竪穴断割り状況

13．1区D5号断ち割り状況

15．1区西端深掘り土層断面

（土壌サンプリングの穴は5cm毎）

12．1区D1号（ロームマウンド）検出状況

14．1区C41号（立ち木痕）完掘状況

聖二ご畢芸
16．1区C45号断面
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17．1区C42・C52号完掘状況



18．ジャコッパラ遺跡2区全景

19．ジャコッノヾラ遺跡2区

陥し穴状遺構分布状況



22．2区A7号小竪穴

24．同上底部施設半裁状況

26．2区A8号小竪穴完掘

23．2区A7号小竪穴堆積上層断面

25．同上底部ピット完掘状況

27．2区A9号小竪穴完掘

28．2区A10号小竪穴完掘



29．2区A11号小竪穴完掘

31．2区A12号小竪穴堆積土層断面

33．2区A13号小竪穴完掘

30．2区A12号小竪穴完掘

32．同左（底部施設拡大）

34．2区A14号小竪穴完掘

35．同上堆積土層断面



36．2区D13号検出状況

38．2区谷部土層堆積状況

（調査区南西端）

37．2区D17号断面

39．2区C77・78号断面
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